
氏名 東　野　治　之

　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

単

著書､学術論文等の名
称

平　成　１9　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

大阪市立大学大学院　文学研究科　修士課程　修了

東京大学博士（文学）（論文博第11206号）

概　　　　　　　要

最終学歴

取得学位

（著書）

1　遣唐使

東京国立博物館の客員研究員として、同館所蔵の法隆寺献納宝物の調査に従事。
大和文華館と本学との協力協定に基づき、特別展示「楽園の美術」を企画・実施（8月～9
月）。

東京国立博物館客員研究員　　奈良県立橿原考古学研究所指導研究員　　奈良県文化財保護
審議会委員　　大阪市文化財保護審議会委員　　(財)山口文化会館 滴翠美術館館長　木簡学
会・東方学会評議員　なら奈良館講座「世界遺産とその周辺」講演（法隆寺の創建と聖徳太
子、6月）　大和文華館特別展示講演「楽園の美術」(9月）　大阪府文化財センター講座講演
「遣唐使の輸出品」(9月）　大学公開講座フェスタ講演「発掘された万葉仮名文」(11月）

通信教育部部長   ネットワーク委員会委員　　図書館委員会委員

　日本文化の上に大きな足跡を
のこした遣唐使の歴史を概観
し、その意義を明らかにした。
201頁、はしがき、索引。

史学会　　木簡学会　　美術史学会　　和漢比較文学会　　続日本紀研究会
大阪歴史学会　　万葉学会　　東方学会　　日本医史学会

研究課題 金石文・木簡等の古代文字史料　　東アジア交流史

日本古代文化史

所属学会

現在の専門分野

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

岩波書店平成19年11月



単著 　法隆寺献納宝物として伝
わった東院の縁起を原本調
査に基づいて翻刻し、その
成立と価値を論じた。
ｐ.16－17

単著 　現存唯一の同書状に関し
て、筆者と内容の意味する
ところを明らかにした。
ｐ.249－263

単著 　飛鳥時代の私年号「法
興」の信憑性と推古朝の仏
教政策との関係を論じた。
ｐ.132-147

単著 　本薬師寺の成立と平城京
への移転について文献史料
から考察した。ｐ.15-24

単著 　會津八一の研究者として
の側面を、関係資料や本学
蔵の書簡から明らかにし
た。p.10-12

単 　鑑真の来日とその後の展
開を、戒壇院や唐招提寺の
成立と関連付けて論じた

4　薬師寺の歴史

5　會津八一の奈良学

（学術論文）

1 法隆寺 献納 宝物
皇太子御斎会奏文の
基礎的考察

（学会発表）

2 鑑真書状再考

3 法興年号と仏法興
隆

１ 東大寺戒壇院の
成立

平成20年3月

『MUSEUM』607号

『万葉集研究』29集

『聖徳太子の歴史を
読む』

『国宝　薬師寺展』

『上司海雲宛 會津
八一書簡』

平成19年4月

平成19年12月

第6回ザ・グレイト
ブッダ・シンポジウ
ム

平成20年2月

平成20年3月

平成19年12月


